
『青 年 期 の 対 人 関 係」

堀 iーノ 諭

1.は じ め に

近年,青 少年の社会的不適応が大 きな問題 となっている。 なかで も,高 校生 という時期

は,青 年期の発達過程で も中核的な段階をしめる年代であ り,そ のために多 くの問題を内
1)

在 している。すでにわれわれの調査で も,さ まざまな精神医学的問題 を有する高校生が最
2)

近 著 しい増 加傾 向 にあ る ことが明 らか にな った。ち ょうど この時期 は,Blos,P.に よれ ば青
3)

年期中期 にあた り,笠 原の青年期区分によれば,青 年前期か ら青年後期 にわたる時期で も

あ り,こ の年代 こそもっとも青年期 らしい特徴が くっきりと出て くる時期 と言えよう。 し

たがって,た とえば17歳 という年齢は青年期 を象徴するもの として,し ばしば文学作品の
4)

題 として用いられてきた。一方,不 適応に基づ く問題行動 として とりあげ られ るには至 ら

ないものの,精 神保健上いろいろな不健康な徴候 を持つものが多 く存在 していることが推

測され る。 こうした観点から,青 年期の精神保健 を考 える上で,ま ず現代青年像の実態の

把握が不可欠であると思われ,こ の度,大 阪府下の対照的な特徴 を有する公立高校の2年 生

を対象に,か れ らの生活行動意識調査 を実施 した。今回は,そ の中で,こ の時期の青年の

心性や行動に大 きな影響を与 える対人関係 について検討 をお こなった。

2.対 象

対象 としたのは,大 阪府下の公立高校のA校2年 生563名(男 子292名,女 子271名)と,

B校2年 生488名(男 子228名,女 子260名)の 合計1051名 である。A校 は,大 阪北部の古い

伝統 を有する受験校で,該 当する学区内ではもっとも高い評価 を受けてお り,中 学校の成

績の トップクラスのものが入学 している。 これ とは対照的に,B校 は,大 阪市内の新設校

で,大 学への進学率 も低 く,い わゆる落ち こぼれ校 として学力 レベルの点では学区内での

評価の低 い高校である。
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3.方 法

高校生の生活 ・行動 ・意識,お よび精神健康を明 らかにするため,① 対人関係,② 学校

生活 とその周辺,③ 自己理想,④ 身体 と性,⑤ 心身症状 の5つ の視点から構成 された,60

問100項 目からなる調査表 を作成 した(資 料1)。 実施 にあたっては,調 査 に対 して協力を

得 ることので きた両校 に,そ の趣 旨,記 入方法 についてあらかじめ説明を行 い,校 内にお

いて各 クラスごとに集団で記入 してもらった。調査期間は昭和63年5月 であ る。なお今 回

は,そ の中で,対 人関係 に的を絞 って報告す る。

4.結 果

(1)学 校 の特徴

高校生 の対人 関 係 を調 査 す るに あた り,ま ず基本 的 な両校 の特徴 につい て分析 を行 った。

まず家族 構成 につい て片親 家庭 の割合 を調 べ た(表1)。A校 で は片親家 庭 の割 合 が きわ め

て少 ないの に対 して,B校 で は,父 親 のい ない家庭 が13.3%,母 親 の いない 家庭 が8.6%も

あ り,両 校 間 に有 意 な差が み られた(P<0.005)。

次 に,「 今 の学校 は 自分 の希 望 していた と ころか」どうか を調 べ た(表2)。 「第 一希 望で

あ った」 とす る ものは,A校 で82。8%に 達 す るの に対 して,B校 で はわず か28.3%に 過 ぎ

な い。 一方,「 希 望 して いなか った 」とす る もの は,B校 に19.5%も み られ,B校 で は5人

に1人 が希 望校 で なか った ことが明 らか にな った。

卒 業後 の進路 に関 して は,「 大学進 学 」希望 の有 無 を も とに調 査 した(表3)。A校 で は

93。3%の ものが大学 進学 を希 望 してお り,「 進 学 した くな い」とす る もの はわ ずか3人 で あ

った。 これ に対 して,B校 で は大学 進学 を希 望 す る もの はわずか25.4%で,33.8%の もの

が 「進学 した くない」 として お り,A校 ときわ めて対 照的 な傾 向 を もつ こ とがわ か った。

また これ に関連 して,「 学習 塾 ・予備校 に行 ってい るか」 どうか を調べ た(表4)。A校 で

は41%の ものが塾 か予 備校 に行 ってい るの に対 して,B校 で はほぼ全 員が どち らに も行 っ

て いない と回答 した。

(2)友 人 関係

「あなた に は友 達が何 人 い ますか」の質 問 に対 して(表5),全 体 でほ ぼ90%の ものが 「7

人以 上 い る」 と回答 してお り,学 校 間,男 女 間 に有 意差 はみ られ なか った。

つ いで,「 友 達 の うち親 友 と呼べ る人 はい ます か」の問 い に対 して(表6),「 い る」と回

答 した もの は,女 子で は,A校 が75%,B校 が74%で あ るの に対 して,男 子 で は,A校 が

61%,B校 が54%で あ り,両 校 と もに 「親 友 と呼 べ る人が い る」 と答 えた もの は女子 の方
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が男 子 よ りも有 意 に多 か った(P〈0.005,P〈0.005)

「親 友 と思 う理 由 は何 か」を調べ て み る と(表7),全 体 として 「悩 み ご とや他 の人 に は

言 えない ことを相 談 で きる」か らと答 えた ものが 一一番 多 く,つ いで,「 気 が あ う」,「長 い間

つ きあ ってい る」の順 で あ った。 そ の中で,女 子 で は,「 悩 み ごとや他 の人 に言 えな い こ と

を相談 で き る」 を理 由 にあげた ものが 圧倒 的 に多 く,A校 で68%,B校 で65%で あ るの に

対 して,男 子 で は,A校 で39%,B校 で28%に 過 ぎず,両 校 ともに男 女間 で有意 な差 が み

られ た。 また,男 子 にお いて は,A校 で は 「相談 で きる」が39%,「 気 が合 う」が30%,「 長

い間 つ き合 ってい る」が7%で,B校 で は,「 相 談 で きる」 が28%,「 気が合 う」 が24%,

「長 い間 つ き合 ってい る」 が18%と,親 友 と思 う理 由が比 較的 分散 して い るの に対 して,

女子 で は,「 相談 で きる」か ら とい う回答 が他 の理 由 に比べ て著 し く高 い割合 を しめ てい る

こ とがわ か った(P<0.005)。

「友 達 との つ き合 い をわず らわ しい と感 じた こ とが あ ります か」 の質 問 に対 して(表

8),「 よ くあ る」お よび 「時々 あ る」をあわせ て,「 わず らわ しい と感 じた こ とが あ る」と

答 えた もの は,A校 の男 子が61%,女 子 が59%,B校 の男子 が50%,女 子 が58%で,両 校,

男女 間 に有 意差 はな く,全 体 として ほぼ50%～60%の ものが 友達 との つ きあいでわ ず らわ

しい と感 じた こ とが あ る と答 えてい る。

「あなた は クラスの 中で孤 独 だ と感 じた こ とがあ りますか」 の質問 で(表9),「 よ くあ

る」 と 「時 々あ る」 をあわせ て 「あ る」 と答 えた もの は,全 体 として,A校 で44%,B校

で44%と 両校 ともに同 じ値 を示 した。 その中で,A校 で は,孤 独 を感 じた こ とが あ る もの

は,男 子 が51%,女 子 が38%で,男 子 の方が 女子 よ りも有 意 に高 く(P〈0。005),こ れ に対

して,B校 で は,男 子 が41%,女 子 が46%と 男 女間 に有意 な差 はみ られ なか った。

「あ なたの クラス にはい くつか の グルー プが あ りますか」の質 問 に対 しては(表10),男

女 間 で顕 著 な差 がみ られ た。 す なわ ち,女 子 の方で は,A校B校 ともに,ほ ぼ80%の もの

が 「クラス には グルー プが あ る」 と答 えてい るの に対 して,男 子 で は,「 あ る」と答 えた も

の は,A校 で56%,B校 で39%に 過 ぎず,両 校 ともに,女 子 の方 にグル ー プの存在 を認 め

て い る ものが圧倒 的 に多 い ことが わか った(P<0.005)。 また,「 グルー プが あ る」 と答 え

た男子 は,A校 の ほ うがB校 よ りも多 い もの の(P<0.005),全 体 として は両校 の傾 向 は類

似 して い る。次 に,グ ル ープの存 在 を認 めた もの に対 して,「 現在 いずれ かの グル ープ に属

してい るか」 ど うか を調査 した(表11)。 「属 してい る」 と答 えた もの は,A校 で65%,B

校 で63%と 両校 問 に有意差 はみ られな か った。しか し,男 女 間で検定 してみ る と,「 グル ー

プに属 して い る」 と答 えた もの は,A校 で は,男 子 が48%,女 子 が77%,B校 で は男子 が

58%,女 子 が65%と,両 校 ともに女 子の 方が有 意 に高 い こ とがわ か った(P<0.005)。 さ ら

に,「 グルー プ に属 してい る」 と答 えた もの に対 して,「 グルー プの中 で気 の合 わ ない人 が

い るか」 ど うか を調 べ たが(表12),「 気 の合 わ ない人 が いる」 と答 えた もの は全体 で13%
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で あ った。

「同級生 に ど う思 われ て い るか は とて も大切 であ る と思 い ます か」 とい う質 問で は(表

13),A校 の 男子 で61%,女 子 で68%,B校 の男 子で46%,女 子で54%の もの が「大切 だ と

思 う」と答 えて いるの に対 して,「 思 わ な い」とした もの はA校 で 男子10%,女 子9%,B

校 で男子11%,女 子12%で あ り,「 思 う」と答 えた ものの 方が はるか に多 か った。全体 と し

て は,「 大切 で あ る と思 う」と した もの は,A校 で は64%,B校 で は50%で,両 校 間 に有 意

差 が み られ,A校 の ほ うが 同級 生 の評 価 を重 視 してい る こ とが わか った(P<0.005)。

これ に関連 して,「 親 友 で もお互 い に嫌 な ところは見 せ ない ように したい と思 うか 」どう

か を調 べ た(表14)。 全 体 として は 「そ う思 わ な い」 と答 えた もの が37%で,「 そ う思 う」

とす る22%よ り高 い こ とがわ か った。 また その 中で は,男 女 間 に有 意差 が み られ,男 子 で

は 「そ う思 わな い」 と 「そ う思 う」 の回 答 の問 に差 はな く,一 一方,女 子 では 「そ う思 わな

い」 とす る もの の ほ うが有 意 に高 い値 を しめ した(P〈0.005)。

「あな たは悩 み ご とが あれ ば まず最初 に誰 に相談 し ます か」の問 い で は(表15),男 女 と

も 「友達 ・親 友 」 が1位 で あ った が,と りわ け女 子には その傾 向が著 し く,A校 で は62%,

B校 で は80%の 女 子が相 談 相手 として 「友 達 ・親友 」 を あげ てお り,男 女間 に有 意 な差が

み られ た(P<0.005)。 一方,「 誰 に も相 談 しな い」 と答 えた もの は男子 に多 く,A校 で は

29%,B校 で は25%の 男 子 に み られ,女 子 の9%に 比 べ て 有 意 な 差 を 認 め た(P<

0.005)。 また,「 父」を相談 相手 にあ げた もの は全体 の1.5%で,「 母 」に比 べ て著 し く少 な

か った。 また,「 父」 と 「母」 をあ わせ た 「両 親 」 を相 談者 にあ げた もの は,A校 で18%,

B校 で7%と,学 校 間 で有意 差 がみ られ た(P〈0.005)

(3)家 族 関係

「あな たの お父 さんは 父親 として まあ合格 点 をあ げて もよい と思 い ますか 」の 質問 で は

(表16),A校 で は男女 ともほぼ65%の ものが 「合格 点 をあ げて もよい と思 う」と答 えた の

に対 して,B校 で は男 女 ともほ ぼ40%で,父 親 に対 す る評価 は,A校 のほ うがB校 よ り も

は るか に高 い こ とが わか った(P<0.005)。

同様 に 「あ なたの お母 さん は母 親 と して まあ合格 点 をあ げて もよい と思 い ますか 」 の問

いに対 して も(表17),A校 で はほ ぼ8割(男 子76%,女 子81%)が 「合格 点 を あげ て もよ

い と思 う」 としたの に対 し,B校 で は男 子53%,女 子55%と,母 親 に対 す る評 価 もA校 の

ほ うがB校 よ りも著 し く高 い こ とがわ か った(P〈0.005)。 一 方,表16と 表17か ら,「 父」

と 「母 」 の評価 を比 較 す る と,両 校 とも 「母」 に対 す る評価 の ほ うが 「父」 よ りも高 い結

果 とな った(P〈0.005)。

「あ なた はあ なた の家族 を どんな家 族 だ と思 い ますか」 とい う質 問 を もとに,家 族 の ま

と ま りにつ いて調 べ た(表18)。 そ の結 果,「 よ くま とま って い る」 と積 極 的 に評 価 した も
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の は,A校48%,B校22%で,A校 はB校 の2倍 以上 の高 い率 をしめ した。 また,「 よ くま

とまってい る」 と 「なん とか まとまってい る」 をあわせて 「まとまって いる」 とした もの

について も,A校 はB校 に対 して有 意 に高 い値 を しめ して いる(P<0 .005)。 これ に対応 し

て,「 バ ラバ ラだ」と回答 した ものは,A校 で男 子8%,女 子7%,B校 で男子19% ,女 子

21%と,両 校間 に大 きな差 がみ られ,自 分 の家族 は 「バ ラバ ラだ」 と評価 した もの はB校

に有 意 に多 い ことがわ か った(P〈0.005)。

次 に,「 父親 との対 話」,「母親 との対話 」につ いて調査 した(表19,表20)。 「あなたはお

父 さん とよ く話 し合 い ますか」の質問 に対 して,「 あ ま り話 さない」と答 えた もの は全 体 の

33%で,「 よ く話 す」 と答 えた18%に 比 べて有意 に高 い値 を しめ した(P〈0.005)。 その 中

で,「 あ ま り話 さない」 とす る回答 について は両校 の男女 に有 意差 は認 め られ なか ったが,

「よ く話 す」 と答 えた もの は,A校 の男女 が ともに23%で あるの に対 して,B校 では男子

が10%,女 子が13%で あ り,両 校 間で有 意な差が認 め られ た(P<0.005)。 一方,こ れ に対

して,「 あなた はお母 さん とよ く話 し合 い ますか」 の問いで は,「 よ く話 す」 と答 えた もの

は,両 校 と もに女子 に圧倒 的 に多 く,男 女 間で大 きな差 がみ られ た(P<0 .005)。 学校別 に

み ると,「 よ く話す」とした ものは,父 親 の場 合 と同様 に,A校 のほ うが有意 に高い ことが

わ か った(P〈0.005)。 次 に,父 親 と母親 との間 で比 較 してみ る と,両 校 の男女 とも母親 の

ほ うが はるかに よ く話 してい る ことがわか った。

「親以外 の大人 とよ く話 す機会 が あ りますか」の問 いでは(表21),全 体 の39%が 「ない」

と答 え,ま た学校 別 ではA校 の方 がB校 に比 べて その値 が高 く(P〈0 .005),と くにA校 の

男子 に著 しい(50%)こ とがわか った。 次 に,「 親 の知合 い」お よび 「友 達の親」 と答 えた

もの はB校 に多 く,学 校 間 で有 意差が み られ た(P<0.005)。 また,「 先生 」 とした もの は

全体 の23%で,A校 の ほ うがB校 よ りも有意 に高い値 を しめ した(P<0.005)。

(4)異 性 関係

「あなた は現在異性 の友達 はい ますか」の質問 に対 して(表22),全 体 で約 半数の ものが

「い る」 と答 えて い る。 「い る」 とした もの は,両 校 とも に女 子 に多 く(P〈0.05,P〈

0.005),と くにB校 の女 子 は72%と い う高 い率 を しめ し,A校 の女子 と比 べて大 きな差 が

み られ た。男子 で は両校 ともに40%前 後で,学 校 間 に有意差 はみ られなか った。 また,「 い

ない」 と答 えた もの はA校 の男子 に多 い ことがわか った(60%)。 しか し,「 現在 一対一 で

つ きあ って いる異 性の友達 はい ますか」の問 いで は(表23),「 いる」 と回答 した もの は全

体 で14%に 過 ぎず,前 間 の割 合 に比 べて著 し く低 い ことがわか った。

「あなたが男女 交際 をす る とした ら,ど の ような交際 が した いで すか」の質問 では(表

24),「 友 達以上 の関係 にな らな い交際 を したい」が18%,「 キス くらいな らして もよい」が

12%,「 ペ ッテ ィングまでな らして もよい」が1%,「 性交 して もよい」 が7%で あ った。
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しか し,62%の ものが 「わか らない」 あるい は 「無 答」 として回答 を避 けて いる。 その中

で,「 友 達以上 の関係 にな らな い交 際」 とした もの は,A校 に多 く(P<0.005),ま た両校

ともに女子 のほ うが高 く(P<0.005),と くにA校 の女 子が36%と 顕著 で あ った。また,「性

交 して もよい」 とす る もの は両校 ともに男子 に多 く,男 女間 に有 意 な差 が み られ た(P〈

0.005)。

つ ぎにセ ックスに関す る情 報源 につ いて調査 した(表25)。 全体 として は,「 友達」 か ら

とする ものが もっ とも多 く,約 半 数が 「友達 」をあ げてい るの に対 して,「 親」と答 えた も

のはほ とん どな か った。 つ ぎに,情 報源 を,友 達 ・先輩 ・親 をあわせ た 「人間 か らの情 報」

と,雑 誌 ・テ レ ビ ・ラジオ ・映 画 をあわせ た 「メデ ィアか らの情 報」 に分 けて検 討 した。

まず人 間 か らの情報 で は,A校37%,B校65%と,学 校 間 に差が み られ(P<0.005),B校

で は人 間 か らの情報 が きわ めて高い率 を しめてい る ことが わか った。 これ に対 して,メ デ

ィアか らの情 報 では,A校48%,B校21%と,A校 では メデ ィアを情 報源 とす る ものが き

わめて高 い割 合 を しめ した(P<0.005)。

5.考 察

らラ
高校2年 生 はち ょう ど青年期 中期 にあ たる。 この時期 に は,Freud,S.がthetransfor-

mationofpubertyと して あげた①性 器統 載,② 男女の性 目標 の分化,③ 非近 親相姦 的対象

の発見,が 中心 課題 とな って くる。 かれ らは,こ れ らの課題 に直面 し,そ の達成 のた めの

闘い を課 せ られ る ことになるが,こ う した試練 の過 程 におい て,青 年期 の対 人関係 は大 き

く再構成 されてい く。 す なわ ち,幼 児期 の愛 庸対 象で あ った両親 か ら徐 々 に分離 して い く

と ともに,友 人 関係 は著 し く比 重 を増 してい き,や が て異 性愛的対 象 の発 見の段階 に移行

してい くことになる。 しか し この過 程 には さ まざ まな葛藤 や緊張 を伴 うのが常 で あ り,こ

の時期 の青年 の心性 や行動 に大 きな影響 を与 える こ とにな る。今 回,青 年 期 の対人 関係 を

考 える上で,① 友人 関係,② 親子 関係,③ 異性 関係 の3点 を指標 として考察 を加 える こ と

に した。

友 人関係 で は,高 校 生 の ほぼ90%が7人 以上 の友達 を持 ってい る ことがわ か った。 しか

し,そ の中 で親 友 と呼べ る友達 を持 ってい る もの は,女 子で75%,男 子 で約60%と,男 女

間 に有 意 な差 が み られ た。これ は,「親友 で もお互 い に嫌 な ところは見せ な い ように したい」

と思 って い る男子が 女子 に比 べ て有 意 に多 い こ とか らも示唆 され る ように,友 人 との間 に

ある程 度距離 をおいて つ き合 ってい こう とする男子 の防衛的傾 向 を推測 させ るもの と思わ

れ た。 また,「 親友 と思 う理 由」として,女 子で は 「悩 み ご とや他 の人 に は言 えな い ことを

相談 で きる」か らとす る もの が圧倒 的 に多 いの に対 して,男 子で は約30%に 過 ぎず,た だ

単 に 「気が合 う」 か らとか 「つ き合 いが長 い」 を理 由に あげ る ものが 多か った。高校 生 に
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6)

とって,こ とに男子高校 生 に とって親 友 とは どんな存在 なの か。 池田 らの指摘 す るよ うに,

何 のか くしだて もせ ず,心 を開 いてつ きあ える,い わ ば全面的 な信頼 に う らうち され た友

達で はな く,表 面的 に,と もに楽 し く過 ごす ことの で きる児童 期の仲良 しの域 にあ るもの

が この親 友 にはか な り含 まれ てい る もの と推測 され る。「クラスのなか で孤 独 だ と感 じるこ

とが あ る」 とす る もの は全体 で44%で あ った が,特 にA校 の男 子 に有意 に高 く,受 験戦 争

の心理 的圧迫 の影響 が推 測 され る。 ところで,青 年期 には,自 分 を理解 し,自 分の不安 や

緊張 を和 らげて くれ る友人 をみつ けて い こ うとす るが,そ こには調和 的な関係 だ けが あ る

ので はな く,当 然激 しい葛藤 の関係 が ある。 しか し,葛 藤 の関係 は自己反 省 を促 し,他 者

の 目を通 して 自己 をみ る とい う能力 を生 みだ す契機 とな る。 したが って,そ こか ら生 まれ

る孤独体 験 は 自我同 一性 の形 成 に とって きわ めて重要 な意味 を持 ち,こ の時期 の孤独体験

は必 ず し も否定 的 に と らえ るべ きもの では ない と思わ れ る。また,「同級 生 に どう思 われ て

い るか は とて も大切 で あ る」と考 える もの は全体 で約6割,「 友 達 とのつ き合 い をわず らわ

しい と感 じた こ とが あ る」 ものが6割 近 くお り,こ れ らは この時期 の友 人関係 の多感 な様

相 を反 映 した もの と考 え られ る。

青年期 症例 の臨床場 面 では,し ば しば 「グルー プ」 とい う表 現 に出会 う ことが あ る。 た

とえば,そ れ は 「グル ープ に入 って いな いので弁 当を食 べ るの もク ラス で一人 で食 べ なけ

れ ばな らな い」 とか 「グルー プに入 ってい ないので仲 間外れ に され る」 な どと表現 され る

こ とが多 く,不 登校 の要 因 として あげ られ る こ ともしば しばで ある。 そ こか ら推測 され る

「グルー プ」 とは,ク ラ ブ活動 やサ ー クル活 動の よ うに一緒 に遊 んだ り,勉 強 をす るよ う

な,い わ ば 「仲 間」crowdと しての関係 では な く,ま してや 「仲良 し」cliqueの よ うに相互

の尊敬 と愛 「青に うらうち され た集 団 で もな く,も っ と軽 い関 係で あ りなが ら,し か し,一

部の 高校 生 に とって は学校 生活 を送 る上 でか な り大 きな割合 を しめ る存 在 であ る ことを推

測 させ る もので あ る。 したが って,高 校 生 の対 人関係 や学校 生活 での不適応 現象 を考 える

上 で,か れ らの い う 「グルー プ」 について の理 解 と実 態 の把握 は きわ めて重 要で あ る と考

え,い くつかの質 問 を もとに 「グルー プ」につい ての検 討 を試 み た。 まず,「 あなたの ク ラ

スには い くつか の グル ー プが あ りますか」 とい う質 問で は,全 体 で65%の ものが 「ある」

と回答 した。 特 に女 子 で は,両 校 ともに約8割 の ものが グルー プがあ る と答 えてお り,現

代 の高校 にお いて は 「グル ープ」 の存在 が相 当普遍性 を もつ もので ある こ とが推 測 され る。

また,グ ルー プが存 在 す る と答 えた ものの 中で,現 在 自分 が グル ー プに属 してい る と回答

した もの は64%で あ ったが,こ こで も女子 の方が男子 に比 べ て著 し く高 い割合 を しめ した。

次 に,「 あなた に とってグルー プ とは どうい う ものですか。 自由に書い て下 さい」とい う自

由記述 で は,い くつかの興味 あ る回答 が み られ た。回答 の なかで は,「 気 の合 う もの の集 ま

り」 で,「 行 動 を共 に」 し,「 お弁 当を一緒 に食 べ た り,し ゃべ った りす る仲 間」 で あ り,

グルー プの中 では 「心 が落 ち着 く」とす る ものが多 か った。 しか し,一 方 で は,「 安 全 のた
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め」 の 「一一種 の防御 壁」 の よ うな もの で,「 同 じグル ープ以外 の もの との交流 は少 ない」,

か な り 「閉鎖 的な集 団」であ り,「 グル ープ なんかな い方 が よい」とす るもの も比 較的 多 く

み られ た。一 方,グ ルー プ に属 して いる と答 えた もの の うち,「 グループの 中で気の合 わ な

い人 もい る」 とす る もの は,全 体 の13%に み られた。 これ らの結果 か ら,グ ル ープ とは,

気 の合 うものが 集 まって,い ろい ろ としゃべ った り行 動 を共 に した りす る,か な り閉鎖的

な集団 で あ り,そ う した グルー プが クラスの中 にはい くつか存在 し,グ ルー プに入 ってい

ない と疎外 感 を味 わ うこ とにな り,そ のた め にた とえ気 の合 わ ない人 が いて もいずれか の

グルー プ に帰属 しよ う とする傾 向が うかが える。 しか し,そ こには激 しい葛 藤 の関係 は う

かが えず,た だ 単に孤 立 を恐 れ るための参加 で,そ れ に よって不安 定 な自己 をなん とか安

定 させ る ことはで きる ものの,き わ めて希 薄 な紐帯 で結 ばれ た関係 に過 ぎな いので はない

か と考 え られ る。 いずれ にせ よ,今 後 よ り深 い検討 を要 す る課題 で ある と思 われた。

青年期 にお ける家族関係 で は,両 親 との対話,両 親 に対す る評価,家 族の凝 集力 につい

て検討 を行 った。両親 との対話 では両校 に有意 な差が み られ た。父親 とよ く話 す と答 えた

ものは,A校 で23%,B校 で12%とA校 に高 く,ま た母 親 とではA校55%,B校34%と,

両親 の いずれ において もA校 の方が高 い値 を示 した。 これ に対 応 して,両 親 に対す る評 価

で もA校 が有意 に高 い こ とが わか った。A校 で は,父 親 に合格 点 をつ けてい る もの が65%,

母 親 に対 して は79%の 高 い割合 を示 して い る。 しか し,B校 で は,父 親 に合格 点 の評 価 を

す る ものは40%,母 親 に対 して は54%と,A校 に比 べ て著 し く低 い値 を示 して い る。 こう

した両校 の相違 は,家 族 の凝集 力 に対 す る評価 の違 い として もあ らわれ てお り,自 分 の家

族 はバ ラバ ラだ とす る もの は,B校 はA校 の3倍 に も達 して いる。 これ らの結果 は,B校

に片親 家庭が 多い ことに象徴 され るような両校 の家庭 環境 の違 い と,卒 業後 の進路 の相違

が少 なか らず反映 して い るもの と思 われ た。A校 で はその ほ とん ど全 てが大学進学 を希 望

してい るの に対 して,B校 で は進学 を希望 す る もの はわずか4分 の1に 過 ぎず,4分 の1

が就職 を希 望 してい る。 こう した親 か らの早 い 自立へ の方向性 が情緒 的 な依存 関係 の希 薄

化傾 向 を もた らして いる と も考 えられ る。 いずれ に して もさらに検討 を要 す る課題 と思 わ

れ た。 一方,父 親 と母親 を比較 す る と,母 親 のほ うが評 価が 高 く,よ く話 しをす る とい う

点 で も父親 よ りは るか に高 く,母 親 との情 緒 的な結 びつ きの強 さが うかが える。 これ は,

悩 み ご との相談相 手 として,友 達 ・親 友 についで,母 親が高 い割合 を しめてい る こ とか ら
ア　

も示唆 される。こうした傾向は他の調査で もみられ,た とえば東京都の「青少年基本調査」
2)

で もほぼ同 じ様 に母親への愛着の強 さを示す結果が得 られている。Blos,P.は 青年期を母

子関係の第2の 分離個体化の過程 として とらえているが,両 親からの離脱 を課題 としてい

る青年に とって,逆 説的ではあるが両親からの 自我支持がきわめて重要であることはいう

まで もない。 しか し,情 緒的な依存関係が,調 和 と葛藤の親子関係か ら生まれたのではな
8)

く,甘 えの延長 にあ る もので あるな ら,そ れ は吉 田 らの指摘 す るように,自 己 とは異 な る
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他者の存在 を認 め,そ の存在 への思いや りを示す とい った発 展 に進 まな い可能性 が ある と

考 え られ る。

青年期 に始 まる急激 な性的成長 と ともに,青 年 は異性 への関心 と性 への関心 を強 め,異

性 との愛情 関係 を結 ぼ う とす る ようになる。今 回の調査 で も,全 体 で約4割 の ものが異性

の友達 が い る と答 えた。 特 にB校 の女子が72%と い う高 い割 合 を しめ したの は,性 意識 に

対 す る男女差 や,受 験 とい う抑圧 の有 無 に よる影響が大 きい もの と推測 され る。一 方,異

性 の友達 を持 っていない もの は,こ れ もB校 の女子 を除 いて,約 半数 にみ られ た。 高校生

に とって異性 の友達 とは,た んな るクラスメイ トで はな く,特 定 のガール フ レン ド,ボ ー

イ フレン ドを意味 してい る ことが わか る。 また,一 対一 でつ き合 ってい る異性 の友達 が い
9)

ると答 えたのは,全 体で13.5%と 著 しく減少 し,NHKに よる調査の21.2%に 比べても低い

値であった。男女交際に関しても,性 交 してよい とするものは,全 体で7%に 過 ぎない。

性情報の氾濫による青少年の性意識の先鋭化にもかかわ らず,現 代高校生の性行動に関 し

ては,社 会的な抑圧が高 く機能 していて,禁 欲的な建前が堅持されていると考えられる。
10)

これには福島の指摘するように,日 本独特の本音 と建前の二重構造が大 きく関わっている

ものと思われる。性の情報源 に関 しては,友 達 ・先輩か らとするものが約65%で,こ れは
11)

総理府 の調査結果 とほぼ同 じ値 で あ った。 また,雑 誌 ・テ レビ ・ラジオ ・映画 な どの メデ

ィア を介す る情報 は21%で,現 代高校生 に とって,こ の両者 が ほぼ情報源 となってい る こ

とが わか る。一 方,親 か らとす る ものは1%に 満 たず,こ れは,母 親 か らの情 報 を11.5%
11)

とする総理府の調査結果 とは大 きな差がみ られた。 しか し,こ の時期が両親か らの分離 を

発達課題 とし,そ れをめぐって葛藤する時期であることを考 えれば,必 ずしも否定的に と

らえられない結果であると考 えられる。

6.お わ り に

大阪府下の きわめて対照的な二つの公立高校の2年 生1051名 を対象に,現 代青年像の把

握 を目的 とする生活行動意識調査を行 った。今回は,そ の中で,青 年期の心性や行動に大

きな影響 を与える対人関係について検討を加 えた。 自己理想や心身症状な どの他の調査項

目については次回に報告する予定である。なお,こ の調査 は,著 者 を代表 とする思春期問

題研究会が行 ったもので,調 査に御協力下 さった学校の先生 と生徒の皆様および研究会各

位 に感謝を申し上げます。
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」青 年 期 の 対 人 関 係』

資,料(1)

澤'乞 轟 臨 出 出 出 が'乞∫1許',押ま慕"急*慕 劣1き慕 券
.rる 歪9を

蘂高校生の生活行動意識調査;1;
凄,`9,を
ラ心1乞 ゴ1乞ゴ1乞評・'ニゴ,乞∫・乞∫1乞ゴ!'4ゴ・仏ざ!乞ゴ・竺ゴo乞ゴ!乞副 尾3!乞 ぎ肱 ゴ・⑳

★ 記入年月 日(昭 和 年

★()学 年()組

月 日)

現代の高校生の生活行動や意識を知るたあに、 この調査を実施することにしま した。

お答えについては絶対に秘密を守 りますので、御協力下 さい。

次のところに、記入、またはあてはまる番号に○をつけて下 さい。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

性別(1.男2.女)

年齢(満 歳)

学年(年)

家族の人数(人)

家族構成(年 齢あるいは人数を書いて下 さい。)

1)父

3)兄

5)弟

7)祖 父母

8)そ の他

(年齢

(人数

(人数

(人数

(人数

　

　

　

　

　

齢

人

人

人

人

2)母

4)姉

6)妹

あな たには、友達 が何人 い ますか?

1.1人2.2～3人3.4～6人

(年齢

(人数

(人数

歳)

人)

人)

4.7人 以 上 5.い な い

一1一
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}?年 期 の 対 人 関 係』

(7)問6の うち親友 と呼べ る人 は いますか?

1.い る()人2.い な い3.わ か らない

(8)と くに親友 と思 う理 由 は何 ですか?一 っだ け○ を して下 さい。

(現 在 、親友 の いない人 も答 えて下 さい。)

1.好 み や趣味 が似て い る

2.悩 み ごとや他 の人 には言 えな いことを相談 で きる

3.一 緒 にい る時 間が最 も長 い

4.気 が合 う

5.長 い間っ き合 って い る

6.そ の他(具 体 的 に書 いて下 さい。

(9)あ な たは、友 達 とのつ き合 いを わず らわ しい と感 じたこ とが あ りますか?

1.よ くあ る2.時 々 ある3.な い

(10)あ な た はク ラスの 中で孤独 だ と感 じた こ とがあ りますか?

1.よ くあ る2.時 々 あ る3,な い

(11)あ な たの ク ラスには い くっかの グル ープがあ りますか?

1.あ る2.な い3.わ か らな い

(12)問11で 「グル ープが ある」 と答 えた人 にお聞 き します。

<1>あ な たは現在 いずれ かの グル ープに属 して います か?

1.属 して い る2.属 して いな い3.ど ち らと もいえ ない

〈2>前 間 で 「グル ープに属 して い る」 と答え た人 にお聞 き します。

グループの 中で気 の合わ ない人 もいますか?

1,い る2.い な い3.ど ち らともいえな い

(13)あ な たに とって グル ープ とは ど うい うものです か?

自由 に書 いて下 さい。(

)

)

(14)あ なたは 「同級生 にどう思われているかはとても大切である」と思いますか?

1.思 う2.思 わない3.ど ちらともいえない

(15)あ なたは 「親友でもお互 いに嫌なところは見せないようにしたい」 と思いますか?

1,思 う2.思 わない3.ど ちらともいえない

一2一
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(16)

(17)

(18)

(ユ9)

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

貴 年 期 の 対 人 関 係』

あなたは悩み ご とがあれば まず最 初 に誰に相談 しますか?一 つだけ○を して下さい。

1.父2.母3.兄 弟 ・姉 妹4.先 生5 .友 達 ・親友

6.そ の他7.誰 に も相談 しない

あなたのお父 さん は父親 と して 「まあ合格 点をあ げて もよい」 と思 いますか?

1.思 う2.思 わ ない3.わ か らな い

あ なたのお母 さん は母親 と して 「まあ合格点 をあげて もよい」 と思 いますか?

1.思 う2.思 わ ない3.わ か らない

あな たはあなたの家族 をどん な家族 だ と思 いますか?

1.よ くまとま って いる2.な ん とか まとま って いる3.バ ラバ ラだ

あなたはお父 さん とよ く話 し合 いますか?

1.よ く話す2.普 通3。 あま り話 さない4.わ か らない

あなたはお母 さん とよ く話 し合 いますか?

1.よ く話す2,普 通3.あ ま り話 さな い4.わ か らない

あ なたは親 以外の大人 とよ く話 す機 会が あ りますか?

1,あ る(い くっで も○ を して下 さい。)

<1.祖 父 母2,親 戚3.先 生4.親 の知合 い

5.友 達 の親6.そ の他(具 体 的 に書 いて下 さい。

)>

2.な い

今の高校 は 自分の希望 していた ところで すか?

1.第 一 希 望で あった2.ま あ行 って もよい と思 って いた

3.希 望 してい なか った

あなたは現在 の学校生 活 に満足 してい ますか?

1.満 足 して い る2.満 足 して いな い3.ど ち らともいえ ない

あなたは大学進学 にっいて ど う思 ってい ますか?

1.進 学 したい2.進 学 した くない3 .わ か らない

も しあなたに何か一っ希望 がかな うとすれ ばそれは何ですか?

1.学 業 成績2.容 姿3.性 格4.異 性 の友達

5.ク ラブ活動 の成績6.そ の他(具 体的 に書 いて下 さい。

)
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(27)

(28)

(29)

(30)

(31)

(32)

(33)

(34)

(35)

(36)

F督年 期 の 対 人 関 係』

あ なたの現在 の学業 成績 はど うで すか?

1.よ い ほ うであ る2.普 通3.悪 い ほうで ある

あなた は学習塾 や予備 校 に行 って いますか?

1.週3回 以上行 ってい る2.週1～2回 行 って いる3.行 って いない

あなたは今の学校生 活にっいて どのよ うな気持 を持 って いますか?

一 番近い もの に一 つだけ○を して下 さい。

1.進 学の ために必要であ る

2.就 職 のために必要で ある

3.高 校生活 その ものを充実 させ たい

4.行 か な くてはな らないか ら行 ってい るだ け

5.中 退 して もかまわ ない

6.そ の他(具 体的 に書 いて下 さい。)

あ な たは 「今 す ぐ世 の中 に出て も何 とかや って いける」 と思い ますか?

1.や って いける2。 や って いけない3.ど ち らと もいえない

あ なたは将来 や りたい仕事が あ りますか?

1.あ る(具 体的 に、 それは何 ですか?)

2.と くにな い

3.ま だわか らない

あなたは今の 自分の性格 を どう思 いますか?

1.今 の ま まで よい2.も う少 し違 ったほ うが よい

3。 ま った く別人 のよ うにな りたい

あなたは人を笑わ せた り、楽 しませ た りす るのは得意ですか?

1.得 意 なほ うで あ る2.得 意 にな りたい3.ど ち らともいえ ない

あなたは 「や っぱ りか っこよ くな くっち ゃ」 と思 います か?

1.思 う2.思 わ ない3.ど ち らで もよい

あな たはふ と 「自分 とは何だ ろ うか」 と考え ることがあ りますか?

1.よ くあ る2.時 々 あ る3.な い

あ なたは 「家 を出て一人で生 活を した い」 と思 うことがあ りますか?

1.よ く思 う2.時 々 あ る3.な い
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1青 年 期 の 対 人 関 係』

(37)あ な た は 「頑張 って も無 理 な ことが た くさん あ る」 と思 いますか?

1.思 う2.思 わ ない3.わ か らな い

(38)あ な たは現在異性 の友達 はいますか?

1.い る()人2.い な い

(39)あ な たは現 在一 対一で っ きあ って い る異性 の友達 はい ます か?

1.い る2.い な い

(40)あ な たが 男女交 際をす ると した ら、 どの よ うな交 際が したいで すか?

1.友 達 以上 の関係 に な らない交 際を したい

2.キ ス くらいな らして もよ い

3.ペ ッテ ィングまで な らして もよ い

4.性 交 して もよ い

5.わ か らない

(41)あ な たはセ ックス に関 す る情 報は主 と して ど こか ら得 ます か?

一 つだ け○ を して下 さい。

1.友 達2.先 輩3.雑 誌4.テ レ ビ5.ラ ジオ6.映 画

7.親8.そ の 他(具 体 的 に書 いて下 さい)

(42)あ な た は 自分の体 重や体型 に気 をっ けて いますか?

1.気 を っ けてい る2.あ ま り気 をつ けて いない

(43)問42で 「体 重や体 型 に気 を っけて いる」 と答 えた人 にお聞 き します。

で はあ なたは どのよ うに気 をつけて いますか?(い くっで も○を っけて下 さい。)

1,食 べ 過 ぎない よ うに してい る

2.運 動 して い る

3.食 べ物 や飲物(例 えば シュガー レスな ど)に 気 をつ けて いる

4.薬 な どを使 って い る

5。 その他(具 体 的 に書 いて下 さい。)

(44)あ な たは朝、 入浴(シ ャワー)し た り洗 髪 した り しますか?

1.ほ とん ど毎朝す る2.時 々す る3.し な い

(45)あ な たは流行や バ ーゲ ンの時期 に いっ も気 をつけて いますか?

1.気 を っ けて いる2.気 をっけて いな い3.ど ち らと もいえ ない
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1垂f年 期 の 対 人 関 係』

(46)あ な たは いっ も友 達 と一緒 に行 く店(例 え ばハ ンバ ーガー ・シ ョップや ギ フ ト ・シ

ョップな ど)が あ りますか?

1.あ る(あ れば1っ だ け書 いて下 さい。)

2.な い

(47)あ な たの 家の門 限時 間(塾 、 おけ い こは除 く)は 何時 です か?

1.7時 まで2.9時 ま で3.10時 ま で4.な し

(48)あ な た は手紙 や 日記 な どを よ く書 きます か?

1.か な りよ く書 く2.た ま に書 く3.ほ とん ど書 か ない

(49)あ な たは友達 と電話 で どの くらいや りと りを します か?

1.1週 間 に1回 以下2.1週 間 に2～3回3.1週 間 に4～5回 以上

(50)1回 に か け る電話 の平均 時 間は どの くらいで すか?

1.30分 以 下2.30分 ～1時 間3.1時 間 以 上

(51)あ な たは登校 拒否 を した い と思 った こ とが あ りますか?

1.よ くあ る2.時 々 あ る3.な い

(52)で は 、実際 に登校 拒否 を した こ とが あ りますか?

1.あ る2.な い

(53)あ な たは家庭 と仕事 の どち らが大切 だ と思 いますか?

1.家 庭 の ほ うが大切2.仕 事の ほ うが 大切3.ど ち らと もいえ ない

(54)あ な たは"主 夫"(妻 が 外 で働 き、夫が家 事 をす る こと)に っ いて ど う思 い ます か?

1.よ い と思 う2.よ くない と思 う3.ど ち らと もい えな い

(55)あ な たは 「将 来海外 に永住 す るこ と」 にっ いて ど う思 います か?

1.で き れば して みた い2.や は り 日本の ほ うが よい3.わ か らな い

(56)あ な た は友 達 ど う しの集 ま りや コ ンパ で お酒 を飲 んだ ことが あ ります か?

1.よ くあ る2.た ま にあ る3.な い

(57)あ な たはア ル コールを飲 んで気 分が 悪 くな った り酔 っぱ らって しま った こ とが あ り

ますか?

1.よ くあ る2,た ま にあ る3.な い

(58)あ な たの お父 さんの飲 酒 を ど う思 います か?

1.よ い2.よ くな い3.わ か らない4.飲 まない
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育 年 期 の 対 人 関 係』

(59)あ なたのお母 さんの飲酒をどう思いますか?

1.よ い2.よ くない3.わ か らない4。 飲まない

(60)下 記の質問は、多 くの人が しばしば経験す ることにっいて書いたものです。

あなたが最近1年 間位の間に、時々経験 したり、感 じたりしたことがあれば〔コの中

に○を、なければ×を書 いて下 さい。

1.食 欲 が ない

2.は き気、 胸 やけ、腹痛が あ る

3.わ けもな く便秘や下痢をしやすい

.4。 動 悸や脈 が気 にな る

5.い つ も体 の調子が よい

6.将 来のことを心配 しすぎる

7.人 に 会 いた くな い

8.や る気が出てこない

9.悲 観 的にな る

10.考 え がま とま らな い

11.気 分に波があ りすぎる

12.不 眠 が ちであ る

13.頭 痛 が す る

14.頸 す じや肩 が こる

15.胸 が いたん だ り、 しめっけ られ る

16.い っ も活動 的であ る

17.気 が 小 さす ぎ る

18.い らい ら しや すい

19.死 に た くなる

20.何 事 も生 き生きと感 じられない

21.根 気 が続 かな い

(次頁に続 く)
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青 年 期 の 対 人 関 係、

22.決 断 力 が ない

23.人 に頼 りす ぎる

24.赤 面 して こまる

25.ど も った り、声 がふ るえ る

26.気 分 が あか るい

27.な ん とな く不安 であ る

28.一 人 で い ると落 ち着か ない

29.も の ご とに自信 が もて な い

30.何 事 もため らいがちである

31.他 人 にわ る くとられ やすい

32.っ き あいが嫌 いであ る

33.体 が だ るい

34.め ま いや立 ち くらみが す る

35.こ だ わ りす ぎ る

36.く り返 した しかめ ない と苦 しい

37.っ ま らぬ考 えが とれ ない

38.自 分 のへ んな にお いが気 にな る

39.他 人の視線が気になる

40.気 持が傷っけ られやすい
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表1.家 族構成

『青 年 期 の 対 人 関 係』

表5.友 達の人数

父

母

A校

551(97.9%)

560(99.5%)

B校

423(86,7%) 回答

校
別
学
性

446(91.4%) 1人

表2.希 望 校か どうか

2～3人

4～6人

第 ・希 望であった

ま あf∫ っ て も よ い
と思 っ て い た

希望 していなかっ
た

無答

A校

466(82.8%)

82(14.6%)

12(2.1%)

3(0.5%)

B校
7人 以上

138(28.3%)

いない

252(51.6%)

無答

A校

男

0

4

24

259

4

1

女

0

6

14

251

0

0

B校

男

1

7

24

192

2

2

女

0

3

11

243

0

3

95(19.5%)

3(0.6%) 表6.親 友の有無

表3.大 学進学

回答

校
別
学
性

進学 したい

進学 した くない

わからない

無答

A校

525(93.3%)

3(0.5%)

35(6.2%)

0(0.0%)

B校

いる

124(25.4%)

いない

165(33.8%)

わか らない

197(40.4%)

答無

A校

男

177

19

92

4

女

203

14

52

2

B校

男

123

8

93

4

女

192

4

60

4

2(0.4%)

表7.親 友 と思 う理由

表4.学 習塾 ・予備校

週3回 以上

週1～2回

行 っていない

無答

A校

40(7,1%)

190(33.7%)

331(58.8%)

2(0.4%)

回答

校
別
学
性

B校

0(0.0%)
好みや趣味の一致

5(1.0%)

相談できる

482(98.8%)

一緒の時間が長い

1(0.2%)

気が合う

つ き合 いが長 い

その他 ・無答

A校

男

13

113

11

87

21

47

女

3

181

0

47

4

36

B校

男

11

64

10

54

40

49

女

0

168

8

34

18

32
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『青 年 期 の 対 人 関 係』

表8.つ き合いのわず らわ しさを感 じるとき 表12.グ ル ープの中で気の合わない人がい るか

回答

校
別
学
性

よ くある

時 々ある

ない

を
N

A校

男

18

161

113

0

女

9

151

llO

1

B校

男

9

105

ll1

3

女 回答

校
別
学
性

9 い る

142 いな い

105 どちらともいえない

4 無答

A校

男

4

58

15

2

女

21

93

54

4

B校

男

7

33

11

1

女

25

72

43

0

表9.孤 独 だと感 じるとき 表13.同 級 生に どう思われているかは大切で ある

回答

校

別

吟予
此土

よ くあ る

時 々あ る

ない

無答

A校

I

Jツ

17

131

144

0

女

15

88

166

2

B校

男

16

78

131

3

女 回答

校
別
学
性

21 思 う

100 思 わ ない

137 どち ら と もい え ない

2 無答

A校

男

178

29

85

,く

女

183

24

62

2

B校

男 女

105

24

95

4

141

32

87

0

表 田.グ ループの有無 表14.親 友 に も嫌な ところは見せない

回答

校

別

鴇ア
生

あ る

ない

わか らない

無答

A校

男

163

8

121

0

女

222

1

48

0

B校

男

89

4

133

2

女 回答

校
別
学
性

214 思 う

1 思 わない

45 どち ら と もい えな い

0 無答

A校

男

87

98

107

0

女

52

104

114

1

B校

男

70

64

92

2

女

27

123

108

2

表11.グ ルー プに属 しているか

回答

校
別
学
性

属 している

属 していない

どちらともいえない

A校

男

79

27

57

女

172

12

38

B校

男

52

11

26

女

140

24

50
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表15.悩 み ご との相談相手

『青 年 期 の 対 人 関 係』

表18.家 族の まとまり

回答

校
別
学
性

父

母

兄弟 ・姉妹

先生

友達 ・親友

その他

誰にも相談しない

無答

A校

男

8

46

8

1

137

4

84

4

女

1

48

18

1

169

6

24

4

B校

男

7

16

9

2

118

16

57

3

女 回答

校
別
学
性

0 よ くま とま って い る

13
な ん と か ま と ま っ
て い る

5 バ ラバラだ

0 無答

A校

男

131

137

24

0

女

142

108

18

3

B校

男

49

133

43

3

女

59

141

54

6

209

9

23

表19.父 親 との対話

1

回答

校
別
学
性

表16.父 親 に対す る評価

よく話す

回答

普通

校
別
学
性

思う

思わない

わか らない

無答

A校

男

187

37

67

1

女

176

33

62

0

B校

男

93

27

90

あ ま り話 さない

女 わか らない

102 無答

A校

男

66

136

82

7

1

女

62

112

89

8

0

B校

男

23

91

78

20

16

女

34

18

99

97

17

13

59

89

10
表20.母 親 との対話

回答

校
別
学
性

表17.母 親 に対 する評価

回答

よ く話す

学校
性別

思 う

思わない

わからない

無答

A校

男

222

18

51

1

女

220

9

41

1

B校

男

120

20

80

8

普通

女 あま り話 さない

143 わ か らない

25 無答

A校

男

116

144

26

5

1

女

191

64

10

4

2

B校

男

60

119

30

11

8

女

105

111

25

10

9

88

4
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表21.親 以 外の大人 との対話

『青 年 期 の 対 人 関 係』

表24.男 女 交際

回答

学校
性別

祖父母

親戚

先生

親の知 りあい

友達の親

その他

話 さない

無答

A校

男

54

46

75

29

21

22

147

5

女

56

46

78

44

30

28

114

1

B校

男

23

45

48

53

75

31

76

6

女 回答

校

別

協F
生

ハ

L
T
し

39 友達 以 上の関係に
ならない

79 キ スな らよい

42
ペ ッ テ ィ ン グ ま で

な ら よ い

71 性 交 してよい

83 わ か らない

31 無答

A校

男

49

50

6

25

157

=
」

女

98

40

4

3

114

12

B校

ーコ

.」ラ

12

23

2

39

143

9

女

25

15

,く

8

201

ll

68

6

表22.異 性 の友達

注:複 数回答
表25.セ ッ クスに関す る情報

回答

校
別
学
性

回答

校

別

ψ
r
生

いる

いない

無答

A校

男

110

175

7

女

125

131

15

B校
友達

男

96

121

11

女

先輩

187

雑誌

66

テ レ ビ

7

ラ ジ オ

表23.一 対 一 でつ きあ ってい る異性の友達

映画

見立木
卜

その他

L・1答

校
別
学
陸

いる

いない

無答

A校

男

20

女

B校 無答

A校

男

134

P」」

92

28

9

1

0

5

18

女

69

1

94

36

8

2

7

15

39

B校

男

142

14

24

17

1

1

1

8

20

女

161

3

42

17

1

1

270

2

⊃く

28

238

5

9

26

男

29

191

8

女

65

182

13
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